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法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
が
積
み
立
て
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
金
額

（
適
格
合
併
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
に
よ
り
移
転
を
受
け
た
金
額
を
除
く
。）を
含
む
。）の
う
ち
そ
の
使

用
済
燃
料
の
移
転
に
基
因
し
て
同
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
が
積
み

立
て
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
金
額
以
下
の
金
額
を
当
該
直
前
の
時
に
使
用
済
燃
料
再
処
理
準
備
金
と
し
て
積
み
立

て
た
と
き
は
、
当
該
積
み
立
て
た
金
額
は
、
当
該
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に

算
入
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
連
結
子
法
人
の
う
ち
清
算
中
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７

前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
連
結
親
法
人
が
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
の
日
以
後
二
月
以
内
に
同
項
の
使
用

済
燃
料
再
処
理
準
備
金
の
金
額
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
当
該
連
結
親
法
人
の
納

税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
た
場
合
に
限
り
、
適
用
す
る
。

第
六
十
八
条
の
五
十
四
第
一
項
中
「
及
び
次
項
」
を
「
、
次
項
及
び
第
八
項
」
に
、「
第
九
項
」
を
「
第
十
五
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
項
に
」
を
「
次
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
条
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
適
格

合
併
」
の
下
に
「
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
を
加
え
、「（
第
二
号
」
を「（
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

合
併
（
連
結
子
法
人
が
被
合
併
法
人
と
な
る
合
併
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
合
併
の
日
が
法
人
税
法
第
十
五
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
開
始
の
日
（
第
十
項
に
お
い
て
「
連
結
親
法
人
事
業
年
度
開
始

の
日
」
と
い
う
。）で
あ
る
場
合
の
当
該
合
併
に
限
る
。
イ
に
お
い
て
同
じ
。）、
分
割
又
は
譲
渡
に
よ
り
特
定
原

子
力
発
電
施
設
を
移
転
し
た
場
合

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
金
額

イ

合
併
に
よ
り
合
併
法
人
に
特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
移
転
し
た
場
合

そ
の
合
併
の
直
前
に
お
け
る
原
子

力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額

ロ

イ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
移
転
し
た
日
に
お
け
る
当
該
特
定
原
子
力
発

電
施
設
に
係
る
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額

第
六
十
八
条
の
五
十
四
第
九
項
中
「
適
格
合
併
」
の
下
に
「
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
を
、「
第
四
項
ま

で
」
の
下
に
「
及
び
第
八
項
」
を
加
え
、「
前
項
」
を
「
第
八
項
か
ら
前
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項

と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
五
十
七
条
の
四
第
十
項
」
を
「
第
五
十
七
条
の
四
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

11

第
一
項
又
は
第
八
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
（
連
結
事
業
年
度
に
該
当
し
な
い
事
業
年
度
に
お
い
て

積
み
立
て
た
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
を
含
む
。）を
積
み
立
て
て
い
る
連
結
親

法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
が
適
格
分
割
に
よ
り
分
割
承
継
法
人
に
当
該
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
に
係
る

特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
移
転
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
格
分
割
直
前
に
お
け
る
当
該
特
定
原
子
力
発
電
施
設
に

係
る
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額
は
、
当
該
分
割
承
継
法
人
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
分
割
承
継
法
人
が
引
継
ぎ
を
受
け
た
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額
は
、
当
該
分
割
承
継

法
人
が
そ
の
適
格
分
割
の
日
に
お
い
て
有
す
る
第
一
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額
（
当
該
分
割
承

継
法
人
の
当
該
適
格
分
割
の
日
を
含
む
事
業
年
度
が
連
結
事
業
年
度
に
該
当
し
な
い
事
業
年
度
で
あ
る
場
合
に

は
、
同
条
第
一
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額
）
と
み
な
す
。

12

第
六
十
八
条
の
四
十
三
第
十
四
項
前
段
の
規
定
は
、
前
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
を
積
み
立
て
て
い

る
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
が
適
格
分
割
に
よ
り
分
割
承
継
法
人
に
当
該
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備

金
に
係
る
特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
移
転
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
四

項
前
段
中
「
第
五
十
五
条
第
十
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
の
四
第
十
三
項
」
と
、「
第
三
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
六
十
八
条
の
五
十
四
第
一
項
及
び
第
三
項
」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
と
、「
同
条
第

十
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
の
四
第
十
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

13

第
一
項
又
は
第
八
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
（
連
結
事
業
年
度
に
該
当
し
な
い
事
業
年
度
に
お
い
て

積
み
立
て
た
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
を
含
む
。）を
積
み
立
て
て
い
る
連
結
親

法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
が
適
格
現
物
出
資
に
よ
り
被
現
物
出
資
法
人
に
当
該
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金

に
係
る
特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
移
転
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
格
現
物
出
資
直
前
に
お
け
る
当
該
特
定
原
子
力

発
電
施
設
に
係
る
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額
は
、当
該
被
現
物
出
資
法
人
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
被
現
物
出
資
法
人
が
引
継
ぎ
を
受
け
た
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額
は
、

当
該
被
現
物
出
資
法
人
が
そ
の
適
格
現
物
出
資
の
日
に
お
い
て
有
す
る
第
一
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金

の
金
額
（
当
該
被
現
物
出
資
法
人
の
当
該
適
格
現
物
出
資
の
日
を
含
む
事
業
年
度
が
連
結
事
業
年
度
に
該
当
し
な

い
事
業
年
度
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額
）
と
み
な
す
。

14

第
六
十
八
条
の
四
十
三
第
十
七
項
前
段
の
規
定
は
、
前
項
の
原
子
力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
を
積
み
立
て
て
い

る
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
が
適
格
現
物
出
資
に
よ
り
被
現
物
出
資
法
人
に
当
該
原
子
力
発
電
施
設
解

体
準
備
金
に
係
る
特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
移
転
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

第
十
七
項
前
段
中
「
第
五
十
五
条
第
十
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
の
四
第
十
五
項
」
と
、「
第
三
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
六
十
八
条
の
五
十
四
第
一
項
及
び
第
三
項
」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は「
こ
れ
ら
の
規
定
」と
、「
同

条
第
十
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
の
四
第
十
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
八
条
の
五
十
四
第
七
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

８

連
結
親
法
人
又
は
当
該
連
結
親
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
支
配
関
係
に
あ
る
連
結
子
法
人
で
、
電
気
事
業
法
第
二

条
第
一
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
発
電
事
業
を
営
む
も
の
が
、
各
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
、
適
格
分
割
又
は
適

格
現
物
出
資
に
よ
り
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
に
特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
移
転
す
る
場
合
に
お
い

て
、
当
該
特
定
原
子
力
発
電
施
設
に
係
る
解
体
費
用
の
支
出
に
備
え
る
た
め
、
特
定
原
子
力
発
電
施
設
ご
と
に
、

当
該
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
の
直
前
の
時
を
当
該
連
結
事
業
年
度
終
了
の
時
と
し
た
場
合
に
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
積
立
限
度
額
に
相
当
す
る
金
額
以
下
の
金
額
を
原
子
力
発
電
施
設
解
体

準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
た
と
き
は
、
当
該
積
み
立
て
た
金
額
は
、
当
該
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
の

計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
連
結
子
法
人
の
う
ち
清
算
中
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

９

前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
連
結
親
法
人
が
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
の
日
以
後
二
月
以
内
に
同
項
の
原
子

力
発
電
施
設
解
体
準
備
金
の
金
額
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
当
該
連
結
親
法
人
の

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
た
場
合
に
限
り
、
適
用
す
る
。

第
六
十
八
条
の
五
十
九
第
三
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に

改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
六
十
三
の
二
第
一
項
中「（
当
該
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
次
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
連
結
親

法
人（
当
該
適
用
に
係
る
連
結
法
人
が
連
結
子
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、当
該
適
用
に
係
る
連
結
子
法
人
）を
除
く
。）」

を
削
り
、「
所
得
の
金
額
と
」
を
「
連
結
所
得
の
金
額
と
」
に
改
め
、「
の
合
計
額
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
六

十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
十
四
節
の
三
を
削
る
。

第
六
十
八
条
の
六
十
四
第
一
項
中
「
特
定
農
業
法
人
」
の
下
に
「
で
あ
る
農
地
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
農

業
生
産
法
人
」
を
加
え
、「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
六
十
五
第
一
項
中
「
機
械
そ
の
他
の
減
価
償
却
資
産
（
」
を
「
機
械
及
び
装
置
、器
具
及
び
備
品
、

建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
、
構
築
物
並
び
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
に
あ
つ
て
は
、
農
業
振
興

地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
農
用
地
利
用
計
画
に
お
い
て
同
法
第
三
条
第
四
号
に
掲
げ

る
土
地
と
し
て
そ
の
用
途
が
指
定
さ
れ
た
土
地
に
建
設
さ
れ
る
同
号
に
規
定
す
る
農
業
用
施
設
の
う
ち
当
該
連
結
親

法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
の
農
業
の
用
に
直
接
供
さ
れ
る
建
物
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
建
物
及
び
そ
の
附
属

設
備
に
限
る
。」に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
第
六
十
八
条
の
三
十
二
並
び
に
こ
れ
ら
」
を「
の
規
定
及
び
同
条
」

に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
六
十
七
第
一
項
中
「
並
び
に
第
六
十
八
条
の
九
第
十
一
項
」
を
「
の
規
定
」
に
改
め
、「
第
六
十
八

条
の
百
八
第
一
項
」
の
下
に
「
の
規
定
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
法
人
税
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
八
十
一
条
の

十
三
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
六
十
七
第
一
項

（
使
途
秘
匿
金
の
支
出
が
あ
る
場
合
の
課
税
の
特
例
）」と
、「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
六
十
七
第
一
項
」
と
す
る
。

第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
一
項
及
び
第
八
項
中
「
並
び
に
第
六
十
八
条
の
九
第
十
一
項
」
を
「
の
規
定
」に
改
め
、

「
第
六
十
八
条
の
百
八
第
一
項
」
の
下
に
「
の
規
定
」
を
加
え
、
同
条
第
十
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。


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